
様式２ 

 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（農業委員会） 
 

～《貸したい農地の掘り起こしによるマッチング推進の取り組み》～ 
 

１ 農業委員会名 

川口市農業委員会 

 

 

                    →  

 

 

２ 取組内容 

令和 6 年 7 月、川口市農業委員会では「農地利用最適化の推進に関する

川口市農業委員会の取り組みについて」を議決し、農地バンクの更なる推

進など 4 項目について取り組むこととした。その一環として毎年実施して

いる農地基本台帳整備に係る調査において「農地を売りたい、貸したい」

と回答する農業者に対し、積極的に訪問を行うことで貸したい農地の掘り

起こしを行い、川口市農地バンク制度の利用推進に努めた。 

結果、令和 7年 10 月に農地中間管理事業の推進に関する法律に基づく 3

年間の賃貸借契約が成立した。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 
令和６年 

７月 

「農地利用最適化推進に関する川口市農業

委員会の取り組みについて」を議決 

 

 

経 過 

令和６年 

１１月 

から 

令和７年 

３月 

農地基本台帳整備に係る調査において「農地

を売りたい、貸したい」と回答する農業者に

対し、積極的に訪問活動。 

川口市農地バンク制度の利用推進 

 

１０月 ３年間の賃貸借契約の締結（５４２㎡） 

 

４ 連携した組織（団体名） 

川口市経済部農政課 

 

５ 取組結果 または今後の予定（取組途中の場合） 

農業者のもとへ積極的に訪問することで、貸したい農地の掘り起こしが実

現でき、その結果、新規就農者が求める農地が提供可能となったことでマ

ッチング成立に繋がり農地の利用最適化が図られた。 

 

 

契
約
前 

契
約
後 

 



様式２ 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（農業委員会） 

～《  農地利用の最適化の推進等  》～ 

 

１ 農業委員会名 

鴻巣市農業委員会 

 

 

 

 

２ 取組内容 

市農政部局と連携し市内全域の農地パトロールを実施し、遊休農地の実態把握と

発生防止・解消のため、委員と地域とで連携し遊休農地の適正管理も行っている。

また、農地パトロールを踏まえた利用意向調査を 128 件実施したことに加え、農

業経営及び農地利用状況に関する調査を 2535 戸で調査した。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

 

月  日 

 

通年において農地利用の最適化の推進等を実施 

 

 

 

 

経 過 

８月下旬～ 

９月上旬 
全農地を対象とした農地パトロール 

10 月下旬～ 

11 月下旬 
農業経営及び農地利用状況に関する調査実施 

通 年 

遊休農地において委員自ら除草・管理等を実践

し、新規就農者に対し農業指導・助言を実施。 

 

 

４ 連携した組織（団体名） 

市農政課等 

 

５ 取組結果 または今後の予定（取組途中の場合） 

農地パトロールにて把握した遊休農地 128 件について、利用意向調査を実施したこ

とに加え、農業経営及び農地利用状況に関する調査を 2535 戸に実施した。 

 

写 真 
活動の内容がわかる写真（活動

時の写真や、事例に係るほ場

等）を添付してください 



様式２ 

 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（農業委員会） 
 

～《  遊休農地解消に向けたのマッチング  》～ 
 

１ 農業委員会名 

上尾市農業委員会 

 

 

 

 

 

２ 取組内容 

農業経営等及び農地利用状況に関する調査を行い、それによって得た貸付・

売買希望の農地について、ホームページで公開を行った。 

問い合わせのあった農地についてのマッチングに職員又は農業委員が入

り、農地法３条での農地取得や、中間管理機構への貸し出しへつなげる活

動を行った。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

令和７年 

８月 

農業経営及び農地利用状況に関する調査票を

１，３２４軒に発送。 

 

 

 

 

経 過 

令和７年

１２月～ 

令和８年

３月末 

集計を行いホームページ上で公表しても良い

という回答のもののみ、掲載する作業へ。 

 農家組合の総会等で、地域計画の協議をさせて

いただき、利用状況の報告は農地の集積・集約

につながることを説明した。 

令和８年

３月３１

日 

ホームページで、農地の貸付や売買の情報を公

開した。 

  

 

４ 連携した組織（団体名） 

 

 

５ 取組結果 または今後の予定（取組途中の場合） 

令和６年度の成果でホームページ上の農地情報を見て、農業委員会事務局

へ問い合わせたという人がおり、事務局、農業委員が地権者と希望者の間

に入り、農地法第３条許可や中間管理機構を勧めた。今年度の取り組みは

来年度の成果となる 



 

様式２ 

 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（農業委員会） 
 

～《  健全で適正な管理を目指して  》～ 
 

１ 農業委員会名 

志木市市農業委員会 

 

 

 

 

 

２ 取組内容 

・納税猶予適用用地の利用状況を把握し、適正な管理が行われるよう農家

との相談対応や指導について、総会の席上で農業委員同士、意見交換を行

った。 

・都市農地の保全を行うべく、総会の席上で農業委員に生産緑地のあっせ

ん依頼を行った。 

・遊休農地の発生を防止すべく、農地所有者からの相談対応や指導につい

て、総会の席上で農業委員間同士、意見交換を行ったり、現地に赴きパト

ロールを実施した。 

・問題や課題があった場合は、総会の席上で協議を行った。 

・認定農業者制度について、地域の中心となるような経営者や頑張ってい

る農業者等への周知を行うよう、総会の席上で農業委員に依頼した。 

・地域計画協議の場において各地区の中心となり、意見の抽出や集約を行

った。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

 

月  日 

 

 

 

 

 

経 過 

令和７年 

10月 28日 

農地パトロールの実施 

令和７年 

12月 18日 

地域計画協議の場開催 

 

月  日 

 

 

月  日 

 

 

写 真 
活動の内容がわかる写真（活動

時の写真や、事例に係るほ場

等）を添付してください 



４ 連携した組織（団体名） 

 

 

５ 取組結果 または今後の予定（取組途中の場合） 

・納税猶予適用農地の適正利用を図ることができた。 

・遊休農地の発生を防止することができた。 

・都市農業政策、制度改正について農業委員自身の理解を深めることがで

きた。 

 



 



様式２ 

 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（農業委員会） 
 

～《  新規就農支援  》～ 
 

１ 農業委員会名 

新座市農業委員会 

 

 

 

 

 

２ 取組内容 

親元で新規就農する者の支援を行った。 

（親は露地野菜、息子はいちご農園を計画） 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

 

4 月中旬 

遊休農地の発生防止の取組のための現地確

認の際、農家Ａの息子が会社を辞め、就農す

る意向があることを確認 

 

 

 

 

経 過 

 

5 月 13 日 

あさか野農協、さいたま農林振興センター、

本人及び市で今後の経営、資金計画等につい

て調整 

 

10 月 6 日 

農業経営改善計画認定 

 

2 月 17 日 

農地法第４条許可 

（高設栽培に使用する資材等の搬入や出荷

用、市場関係者用の駐車場を整備） 

 

3 月末 

スーパーＬ資金融資決定 

 

４ 連携した組織（団体名） 

あさか野農業協同組合、埼玉県さいたま農林振興センター 

 

５ 取組結果 または今後の予定（取組途中の場合） 

融資を受け、今後ハウスを設置（育苗ハウスは既に設置し、現在育苗中） 

令和８年冬シーズンからいちごを出荷予定 

 

 



様式２ 

 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（農業委員会） 
 

～《遊休農地解消と防止のために地域の担い手と連携》～ 
 

１ 農業委員会名 

北本市農業委員会 

 

 

２ 取組内容 

 組合員参画型農作業受委託事業の実施 

 近年、遊休農地が増加傾向にあり、その多くは高齢化や後継者不足とい

った理由からである。その中でもトラクター等の農機具が壊れたことを理

由に耕作ができないケースもある。 

 そのため、地域の担い手が耕うんできない土地所有者のために耕うんを

行い、遊休農地化を未然に防ぐ。それにより農機具が新調できない農家で

も農地の管理や引き続き農業ができるように支援を図るものである。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

きっかけ R6.12.25 
定例総会後の会長との意見交換で遊休農地

対策の取組みについて協議 

経 過 

R7.1.20 
JA さいたま、市農政担当課、農業委員会で協

議、現在の JA さいたまでの取組の聴取 

R7.4.28 

JA さいたま、市農政担当課、農業委員会で協

議（組合員参画型農作業受委託事業の実施を

決定） 

R7.6.12 

R7.7. 3 

JA さいたま、市農政担当課、農業委員会で地

域の担い手を対象に説明会開催（農業委員 10

名・担い手 8名参加） 

 

４ 連携した組織（団体名） 

ＪＡさいたま農業委員、市農政担当課、農業委員 

 

５ 取組結果 または今後の予定（取組途中の場合） 

地域の担い手等が耕うんできなく荒れてしまう前の農地について、農家

に代わって耕耘を行う。（R6 からの継続） 

説明会等を開催し３名の担い手が耕うんする作業員として登録。 

農業委員の働きかけにより、地権者からの依頼があり耕耘を行った

（10/27）  



 

様式２ 

 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（農業委員会） 
 

～《  令和８年度川越市における農地利用最適化の推進に係る施策等に関する

意見書の提出  》～ 
 

１ 農業委員会名 

川越市農業委員会 

 

 

 

 

 

２ 取組内容 

農業委員会等に関する法律第３８条に基づき、令和８年度川越市における

農地利用最適化の推進に係る施策等に関する意見書を川越市長に提出し

た。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

 

月  日 

 

 

 

 

 

経 過 

 

7月 17日 

農業委員及び農地利用最適化推進委員に対

して意見・要望事項の提出を依頼する。 

 

9月 25日 

第５０２回総会で令和８年度川越市におけ

る農地利用最適化の推進に係る施策等に関

する意見書について決議する。 

 

10月 21日 

川越市長に意見書を提出する。 

 

月  日 

 

 

４ 連携した組織（団体名） 

 

 

５ 取組結果 または今後の予定（取組途中の場合） 

令和８年１月１３日付けで川越市長から本意見書に対する回答があった。 

 



様式２ 

 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（農業委員会） 
 

～《  農地の流動化活動  》～ 
 

１ 農業委員会名 

所沢市農業委員会 

 

 

 

 

 

２ 取組内容 

 売却または貸付けを希望する農地を登録し、農地を必要としている農業

者への中継ぎを行う「所沢市農地サポート事業」を活用し、担い手への農

地の流動化を行う。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

 

月  

日 

毎年、利用状況調査後に農地を貸したいという

相談が増加すること。 

 

 

 

 

経 過 

7月28日

～8 月 29

日 

利用意向調査に農地サポート事業の案内を添

付するとともに、委員・推進委員から農地の所

有者へ説明を行った。 

8 月 9 日

～9 月 30

日 

説明を受け、18 名の所有者が農地サポート事

業に農地を登録した。 

9 月 1 日

～3 月 31

日 

農地サポートに登録されている農地から 10

件、2.3ha の所有権移転、利用権設定があった。

また 10 月から 3 月までに、さらに 25 名の所

有者が農地サポート事業に農地を登録した。 

 

４ 連携した組織（団体名） 

市農業振興課 

 

５ 取組結果 または今後の予定（取組途中の場合） 

農地サポート事業により管内の農地を新規に約 5.0ha 流動化した。 

 



様式２ 

 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（農業委員会） 
 

～《  飯能市における主な課題に向けた取り組み  》～ 
 

１ 農業委員会名 

飯能市農業委員会 

 

 

                                                                  
 

２ 取組内容 

 農業委員及び農地利用最適化推進委員１９人全員が積極的に活動する機

会を設けるため、３つの部会に分け、部会ごとに活動を行う。 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

７月２０日 令和２年度の農業委員会の改選に伴い、農

地利用最適化活動の積極的な推進を図るた

めに、３つの部会を立ち上げ、各部会で活動

を行っている。 

 また、令和５年度は農業委員会の改選があ

ったことから、部会委員を再編したうえで、

活動を行った。 

 

 

 

 

経 過 

７月２０日 

～ 

３月３１日 

①  
目標：農地の有効利用活動(生産緑地の課 

題を重点的に取り組む) 

結果：生産緑地及び納税猶予が適用されてい

る農地の調査を行った。 

７月２０日 
～ 

３月３１日 

②  
目標：担い手への農地集積・集約化活動及び

遊休農地発生防止・解消活動 

結果：借受意向のある担い手農家の経営拡大

のサポートを行った。 

その中で、担い手と貸付意向のある土地所有

者のマッチングを行った。 

７月２０日 
～ 

３月３１日 

③  
目標：特産品研究、必要に応じて先進地視察

や地域の課題の掘り起こし活動 

結果：特産品研究活動の一環として、農産物

の販売活動や地域の住民と連携した料理教

室、委員の自主的な活動として、道の駅の視

察を行った。 

 

 

 

 

 



４ 連携した組織（団体名） 

飯能市農業振興課、南高麗地区まちづくり推進協議会、原市場地区じゃが

いも・のらぼう連絡協議会 

 

５ 取組結果 または今後の予定（取組途中の場合） 

 令和７年度は農業委員会の改選後３年目となる。 

各部会については、来年度以降も同様の活動を行うがこれまでの成果、

課題も含めて、活動目標を精査していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式２ 

 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（農業委員会） 
 

～《  地域農地の情報共有から農地集積に繋げる  》～ 
 

１ 農業委員会名 

坂戸市農業委員会 

 

 

 

 

 

２ 取組内容 

 農業委員及び農地利用最適化推進委員による農地パトロールが実施さ

れ、遊休農地の判断や利用意向の調査が行われる。その中で、貸付意向が

示されている農地周辺を耕作されている方を中心に、貸借等を働きかけて

もらえるよう各地区担当委員と情報共有を行っている。 

 また、年間を通して貸付・売渡の相談があった場合も、委員との情報共

有を行っている。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

きっかけ 9～10 月 

農地パトロール実施による意向調査から、貸

付意向があることを事務局から情報提供を

行った。 

 

 

 

 

経 過 

 

11～12 月 
各地区担当委員へ耕作者斡旋の個別相談を

行った（Ａ地区及びＢ地区）。 

 

1 月 
Ａ地区委員自らが耕作を行うことで集約を

図ることとなった。 

 

2 月 
Ｂ地区土地改良区理事会において耕作者を

募ることとなった。 

 

４ 連携した組織（団体名） 

農業委員・農地利用最適化推進委員 

土地改良区 

 

５ 取組結果 または今後の予定（取組途中の場合） 

 遊休農地となる前に、新たな耕作者へ貸付を行うことができ、農地の集

約化も併せて進んだ。 

土地改良区で耕作者を募ることで、地域内で担い手を探している農地の

把握や耕作者の情報共有が図られ、今後の地区営農について考える一助と

なった。 

 



様式２ 

 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（農業委員会） 
 

～《  遊休農地の発生防止と解消普及活動の実施  》～ 
 

１ 農業委員会名 

鶴ヶ島市農業委員会 

 

 

 

 

 

２ 取組内容 

 遊休農地の発生防止・解消活動の一環として、休耕地にコスモスの種を

まき、遊休農地発生防止・解消活動の普及を行った。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

 

月  日 

農業委員会での話合いを通じて、遊休農地の

発生防止や解消に関する啓発が必要である

と考え、既に１０年以上実施している。 

経 過 

８月８日 種まき 

９月下旬 開花 一般公開開始 

１０月下旬 一般公開終了 耕耘して圃場に戻す 

 

４ 連携した組織（団体名） 

農業委員・農地利用最適化推進委員・農業委員会事務局 

 

５ 取組結果 または今後の予定（取組途中の場合） 

 メディアへの掲載効果もあり、多くの方々に農地へ触れる機会を提供で

きた。また、遊休農地の発生防止・解消に向けた取組の必要性を広くアピ

ールすることができた。 

 令和８年度も同様の取組を実施する予定である。 

 



様式２ 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（農業委員会） 
 

～《  援農ページの作成・公開  》～ 
 

１ 農業委員会名 

日高市農業委員会 

 

 

 

 

 

２ 取組内容 

 農作業を体験したい人と、農作業を手伝ってもらいたい農家をつなぐた

めに、市内で農家実施する援農サポーター事業を、市のホームページを活

用し紹介する。 

 援農サポーター事業が活発になることで、日高市の農業の発展の一助と

なることを目指している。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 令和４年４月 山口推進委員より提案 

 

 

 

 

経 過 

５月 実行委員会立ち上げ。 

令和５年９月 市 HP にて情報公開 

令和７年３月 
周知のため援農サポーター事業リーフレッ

トを作成 

令和７年８月

９月 

女子サッカーチーム「ちふれ AS 埼玉」のア

カデミーﾁｰﾑの中高学生が援農ボランティ

ア活動 

 

４ 連携した組織（団体名） 

農業委員会 

 

５ 取組結果 または今後の予定（取組途中の場合） 

・女子サッカーチーム「ちふれ AS 埼玉」のアカデミーﾁｰﾑの中高学生が援農ボラ

ンティア活動を８月、９月に実施。(ブルーベリー摘み取り及び栗拾い) 

 

・掲載農家７件、参加件数２件 



様式２ 

 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（農業委員会） 
 

≪農地利用状況調査≫ 
 

１ 農業委員会名 

ふじみ野市農業委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 取組内容 

令和７年１０月未耕作農地を覆っていた防草シートが、強風により飛ばさ

れた状態で放置されていることが分かった。そのままの状態だと、雑草が

生え放置された状態が続くと近隣に迷惑がかかるため市外に住む土地所有

者に適正な管理の依頼をした。 

 

 

３ 取組のきっかけと経過 

きっかけ 令和７年 10 月 

令和７年９月に行った委員担当地区に

ある農地パトロールにおいて防草シー

トが散乱している農地を発見した。 

経 過 

 １１月 
委員が所有者の市街の親族に連絡し、農

地の適正な管理について依頼。 

１２月 
防草シートが強風でも飛ばされさいよ

うに適正に敷いてあることを確認。 

 

４ 連携した組織（団体名） 

 

 

５ 取組結果 

委員が所有者に適正な管理のお願いをしたことによって、1 筆、3,734 ㎡の農

地が遊休農地化することを未然に防止することができた。 

 

 

 



様式２ 

 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（農業委員会） 
 

～《  担い手への農地集積・集約化活動  》～ 
 

１ 農業委員会名 

三芳町農業委員会 

 

 

 

 

 

２ 取組内容 

以前から、貸借が行われていた農地について、借主より栽培作物の変化に

より作付が難しくなり、返還したいと相談を受けたが、貸主は引き続き貸

付けを希望していたため、新たな借主を見つけ、調整を行っている。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

令和６年

３月 

借主より、営農拠点隣接農地を借りることができ

そうなので既存の借入地の見直しを行いたいと

相談があった。 

 

 

 

 

経 過 

令和６年

３月 

新たな栽培作物の導入により、労働力分配から既

存借入農地の作付が難しくなると相談があった。 

令和６年

３月 

貸主より現状のまま貸付けたいという希望を伺

ったため、借主が引き続き借り受けるよう調整を

図った。 

令和７年

３月 

借主の営農拠点周辺への集約化が進む中で、当該

農地を借り受けることができるという農業者を

見つける。 

令和７年

８月 

貸主と借主との調整を経て、貸主の了承を得るこ

とができたので、貸借に向けて手続きが進行中で

ある。 

 

４ 連携した組織（団体名） 

農業委員・三芳町観光産業課 

 

５ 取組結果 または今後の予定（取組途中の場合） 

貸主と現在の借主、新たな借主全員の意向が揃っており、今後は新たな借

主への貸借手続きが進むと思われる。また、これをきっかけに地域農地の

集約化が進むと思われる。 

 

写 真 
活動の内容がわかる写真（活動

時の写真や、事例に係るほ場

等）を添付してください 



様式２ 

 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（農業委員会） 
 

～《  地域計画・目標地図作成会議  》～ 
 

１ 農業委員会名 

東松山市農業委員会 

 

 

 

 

 

２ 取組内容 

今後の地域計画（目標地図）の作成、ブラッシュアップについて検討す

るため、会長、職務代理、中立委員、各地区代表者を構成員として令和６

年１２月に設置した。 

各地域での目標地図作成実績及び途中経過等の情報共有を図り、将来像

について話し合っている。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

令和 6 年 

11 月 

 

会長からの提案 

 

 

 

 

経 過 

毎月 

総会後 

 

会議 

  

  

  

 

４ 連携した組織（団体名） 

市農政課 

 

５ 取組結果 または今後の予定（取組途中の場合） 

毎月、総会終了後に１時間～２時間程度、各地域での課題や耕作状況など

を情報共有している。 

 



様式２ 

 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（農業委員会） 
 

～《農地パトロールによる遊休農地の防止》～ 
 

１ 農業委員会名 

滑川町農業委員会 

 

 

 

 

 

２ 取組内容 

定期的に農地の見回りを行い、遊休農地ならびに地域の耕作状況を把握

し、遊休農地の防止、解消を行った。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

 

 

町外、県外に居住している者の相続が増え、

耕作・保全管理が困難な農地が増加してい

る。 

経 過 通年 地域の見回りを各委員で行い、遊休農地の対

策、早期発見に努めた。また、遊休農地を保

全管理、有効活用できないか地域で話し合い

を行った。 

 

４ 連携した組織（団体名） 

 

 

５ 取組結果 または今後の予定（取組途中の場合） 

定期的に農地を見回ることで、農地の耕作状況や作付け時期等を把握する

ことができ、遊休農地を見つけた際には事務局と連携して所有者を調べ、

周辺の耕作者で担い手がいないか確認して遊休農地の解消に努めた。また、

見回り中に耕作者から周辺農地の所有者の状況や、後継者等の地域の問題

や課題について聞くことができた。 

今後も遊休農地の対策・防止・解消のため農地の見回りを行う。 

 

写 真 
活動の内容がわかる写真（活動

時の写真や、事例に係るほ場

等）を添付してください 



写 真 
活動の内容がわかる写真（活動

時の写真や、事例に係るほ場

等）を添付してください 

様式２ 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（農業委員会） 
 

～《金ゴマの産地化をとおした女性活躍・新規就農者支援》～ 
 

１ 農業委員会名 

小川町農業委員会 

 

 

 

 

 

２ 取組内容 

小川町農委の山田会長（女性）を中心に、女性農業者でつくる GOMA の会を

2023 年度に設立。当会の活動をとおし、①「女性が活躍できるまちとして、

女性農業者や新規就農者などの担い手を積極的に支援する」、②「輪作など

による遊休農地の発生防止と解消に努める」、③「新商品の開発や金ゴマの

産地化を目指す」など、高い目的意識を持って活動に取組む。現在、農家

や研修生、有機農業入門講座の受講生や OG など、約 40 名が在籍している。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

（R5） 

4 月 8 日 
女性農業者のつどい（座談会）で意見交換。 

金ゴマの栽培を決定したことがきっかけ。 

 

 

 

 

経 過 

4月 12日 

6月 28日 

GOMA の会総会 

播種（23 名参加） 

7月 13日 

9 月 3 日 

間引き（14 名参加） 

芯摘み（13 名参加） 

 9月 13日 

10 月 4 日 

収穫作業等（18 名参加） 

脱粒・とうみかけ（18 名参加） 

11 月 2 日 

11 月 8 日 

洗い・干し（16 名参加） 

風選別・袋詰め（17 名参加） 

11月 23日 

1月 31日 

小川町農業祭出店 

振り返り・懇親会（22 名参加） 

2月 21日 

2月 26日 

日高市ゴマ農家を視察（農業委員他6名参加） 

追加販売用袋詰め（10 名参加） 

 

４ 連携した組織（団体名） 

小川町環境農林課（全般）、洋菓子マルセン（商品開発・菓子製造） 

JA 小川農産物直売所（販売） 

 



５ 取組結果 または今後の予定（取組途中の場合） 

GOMA の会の在籍人数は増加傾向にある。当会の活動をとおし、小川町の地

域特性（土壌等）への理解増進や農業者等との顔つなぎが効果的に行われ、

女性農業者等の支援は着実に進んでいる。また、連作対策のため、農業委

員を中心に候補地を選定し輪作していくことで、引き続き、遊休農地の発

生防止等に努めていく予定。 

 



 様式２ 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（農業委員会） 
 

～《遊休農地発生防止活動》～ 
 

１ 農業委員会名 

吉見町農業委員会 

 

 

 

 

 

２ 取組内容 

遊休農地発生防止活動（3.2ha、38 筆） 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

 

7 月 15 日 

耕作者より農地中間管理事業の解約の申

出あり 

 

 

 

 

経 過 

 

7 月下旬頃 

農業委員会の総会にて協議を行う。 

農業委員・農地利用最適化推進委員に耕

作の打診をするも見送りとのこと。地元

にて耕作できる者への声かけを行い、耕

作者を探す。 

 

8 月 20 日 

3 週間経過の後、耕作してもよいとの者

が現れた。農政係に相談し、3.2ha につい

て農地中間管理事業による手続きに入る

ことでまとまる。 

 

8 月 26 日 

 

農業委員会総会にて報告 

 

12 月 1日 

 

農地中間管理事業にて賃貸借開始 

 

４ 連携した組織（団体名） 

中部施設維持管理組合 

 

５ 取組結果 または今後の予定（取組途中の場合） 

農地中間管理事業の利用によって安定した耕作と農業経営が可能と

なり、3.2ha の遊休農地発生防止にも繋がる。 
  

写 真 
活動の内容がわかる写真（活

動時の写真や、事例に係るほ場

等）を添付してください 



 

様式２ 

 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（農業委員会） 
 

～《  トロロアオイを植栽して農地の活用  》～ 
 

１ 農業委員会名 

東秩父村農業委員会 

 

２ 取組内容 

平成 26 年度ユネスコ無形文化遺産に「和紙：日本手漉き和紙技術」として

登録されました。荒廃した農地を整備して、和紙の原料として使用される

トロロアイの収穫を実施しました。他に野菜などを植栽しました。集積面

積は少ないですが、モデル事業として実施しています。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

 

 

 

継続された取り組み 

 

 

 

 

経 過 

 

5 月 

トロロアオイ（和紙の原料）の播種及び畝立

て等の準備 

6 月 

～ 

10 月 

圃場の草刈等（随時） 

 

11 月 

トロロアオイの収穫・下記組織への提供 

  

 

４ 連携した組織（団体名） 

和紙の里ひがしちちぶ（紙漉きに利用） 

 

５ 取組結果 または今後の予定（取組途中の場合） 

令和８年度も今後も継続して 3772 ㎡の農地に実施する予定。 

 



                             様式２ 

 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（農業委員会） 
 

～《  令和７年度遊休農地対策事業 菜の花の播種  》～ 
 

１ 農業委員会名 

秩父市農業委員会 

 

 

 

 

 

 

２ 取組内容 

不耕作地の下草の成長を抑止するとともに草刈りの手間を軽減し保全管

理状態を保つための事業として、農業委員・農地利用最適化推進員で不耕

作地を草刈、耕耘し、菜の花を播種した。（実証展示圃 2か所：秩父市栃谷

地区・太田地区） 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

 

５月 26 日 

農地部会の会議において、遊休農地対策とし

て、遊休農地に菜の花を播種することとし

た。（前年度はレンゲの生育が良くなかった

ため、R７年度は全面に菜の花の種を蒔く。） 

 

 

 

 

経 過 

 

６月 20 日 

  

農地部会委員を中心に実証展示場にて草刈

を実施 

 

10月 16日 

 

農地部会委員を中心に、耕耘、菜の花を播種

した。 

 

月  日 

 

農地部会委員を中心に経過観察を続ける。 

 

月  日 

 

 

４ 連携した組織（団体名） 

 

 

５ 取組結果 または今後の予定（取組途中の場合） 

 不耕作地の解消策としての一助として、雑草を防除し、新規就農や帰農

に生かす、再生可能な農地を維持する方法を模索していく。 

 



様式２ 

 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（農業委員会） 
 

～《 地域計画の達成に向けた協議 》～ 
 

１ 農業委員会名 

横瀬町農業委員会 

 

 

 

 

 

２ 取組内容 

地域計画（地域農業経営基盤強化促進計画）の達成に向けた意見交換を２

地域で行った。 

 

農業委員 2 名 事務局 2 名 他 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

 

11月 1日 
農業委員・推進委員へ地域計画達成に向け

た協議への参加依頼があった。 

 

 

 

 

経 過 

11 月 20 日 
 

協議の場 合耕地地域 

12 月 23 日 協議の場 姿地域 

 

月  日 

 

 

月  日 

 

 

４ 連携した組織（団体名） 

合耕地集落協定 

姿集落協定 

 

５ 取組結果 または今後の予定（取組途中の場合） 

農業委員・推進委員内での地域計画達成に対する問題点等の理解が深まっ

た。 

 



様式２ 

 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（農業委員会） 
 

～《  遊休農地活用  》～ 
 

１ 農業委員会名 

皆野町農業委員会 

 

 

 

 

 

２ 取組内容 

遊休農地発生防止のために、町報やホームページを通じて参加者を募集し、

ジャガイモの栽培体験を実施。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

 

1 月 16 日 

農業委員会定例総会の際に遊休農地解消・発

生防止及び農業について学んでもらうため、

体験の実施を決定した。 

 

 

 

 

経 過 

 

3 月 22 日 

種芋の植え付けを実施。 

 

5 月 18 日 

畝寄せと草刈り作業を実施。 

 

6 月 21 日 

収穫作業、その後収穫祭（試食）を実施。 

 

月  日 

 

 

４ 連携した組織（団体名） 

 

 

５ 取組結果 または今後の予定（取組途中の場合） 

町内外のグループ 6 組 21 人の方が参加し、ジャガイモ栽培体験を通して

農業について学ぶ体験が実施できた。その体験を通じて遊休農地の発生防

止につながった。 

 



様式２ 

 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（農業委員会） 
 

～《  本庄市農地利用最適化推進協議会の活動  》～ 
 

１ 農業委員会名 

本庄市農業委員会 

 

 

 

 

 

２ 取組内容 

 農業委員及び農地利用最適化推進委員の総合調整を行うため、『本庄市

農地利用最適化推進協議会』を設置し、農地利用の最適化の推進に取り組

んでいる。 

担当地区において、各委員が日頃から農地の見回りや地域農業者へのマ

ッチングを行うなど、全委員が毎月１０日以上を目標に農地利用の最適化

推進活動を行った。 

 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

令和 7 年 

4 月 日 

本協議会の活動を令和 7 年度も継続してい

く。 

 

 

 

 

経 過 

4 月 1 日 

 ～ 

3 月 31 日 

全委員が毎月 10 日以上を目標に農地利用最

適化の推進活動を行う。 

 

月  日 

 

 

月  日 

 

 

月  日 

 

 

４ 連携した組織（団体名） 

農地中間管理機構・埼玉県本庄農林振興センター 

 

５ 取組結果 または今後の予定（取組途中の場合） 

今後も、組織的に活動を行っていくものとする。 



様式２ 

 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（農業委員会） 
 

～《  遊休農地解消のための取組  》～ 
 

１ 農業委員会名 

神川町農業委員会 

 

 

 

 

 

２ 取組内容 

・遊休農地パトロールを行い、遊休農地解消のための話し合いを行う。 

・利用意向調査を所有者に行った際に、利用意向調査の回答を提出してい

ない所有者宅に訪問し、聞き取りや回答提出の促進を行う。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

 

８月 

遊休農地パトロール（利用状況調査）を行い、

委員から遊休農地が増えてきたとの声あり。

遊休農地解消のための話し合いを行う。 

 

 

 

 

経 過 

７月下旬 

  ～ 

８月下旬 

遊休農地パトロールの実施 

 

１２月 

利用意向調査の発出 

２月下旬 

  ～ 

３月下旬 

利用意向調査の回答のなかった方へ提出を

促す。調査時の遊休農地のままか確認のた

め、農地パトロールを行う。 

 

月  日 

 

 

４ 連携した組織（団体名） 

農業委員会 

 

５ 取組結果 または今後の予定（取組途中の場合） 

遊休農地パトロール（利用状況調査）を行い、現状の把握と遊休農地解消

のために農業委員会の委員で話し合いの場を設けることができた。 

所有者への利用意向調査後、回答のなかった所有者へ聞き取り調査や農地

パトロールを行い、併せて現在の状況の確認を行った。 

実際に遊休農地の解消につながり、貸借を行うことになった農地もあった。 

 

写真なし 

活動の内容がわかる写真（活動

時の写真や、事例に係るほ場

等）を添付してください 



様式２ 

 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（農業委員会） 
 

《 タブレットをより使えるように細やかにアシスト 》 
 

１ 農業委員会名 

熊谷市農業委員会 

 

 

 

 

２ 取組内容 

ひとり１台のタブレットをより使いこなせるように、委員からの要望やパ

トロール依頼などの機会をとらえて少人数のミニ研修会を実施した。また、

書類などの電子データ送付も実施した。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

 

４月 
よりタブレットを利用してもらうよう働き

かけ 

 

 

 

 

経 過 

 

５月～ 
利用頻度が低い委員にも触っていただける

よう、総会通知などを紙で送るほかに電子デ

ータでも送付 

 

農地パトロ

ール時及び

随時 

パトロール依頼の際に、地区ごとに少人数を

対象に操作方法のミニ研修を行う。入力など

を一緒に行うことにより少しでも操作に習

熟してもらい、活用を促すことを目的として

いる。 

 

４ 連携した組織（団体名） 

 

 

５ 取組結果 または今後の予定（取組途中の場合） 

ミニ研修などを通じて習熟が進み、それなりに使いこなせる委員が増えた

一方で、機械操作が苦手な委員も見られ二極化が見られる。今後も委員が

使いこなせるよう、きめ細かく対応していく。 

 

写 真 
活動の内容がわかる写真（活動

時の写真や、事例に係るほ場

等）を添付してください 



 

様式２ 

 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（農業委員会） 
 

～《 相談情報の蓄積とマッチング 》～ 
 

１ 農業委員会名 

行田市農業委員会 

 

 

 

 

 

２ 取組内容 

相談内容の即時記録及び耕作者への紹介 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

 

４月１日 

 

高齢化による担い手不足 

 

 

 

 

経 過 

 

随時 

窓口や電話にて農地の売買や貸借の相談が

あった際、農業委員・推進委員への連絡及び

相談一覧に内容を記載し管理 

 

随時 

窓口や電話にて耕作できる土地を探してい

る方から問い合わせがあった際、相談一覧を

もとに条件に合う土地を紹介 

  

 

  

 

 

４ 連携した組織（団体名） 

市農政課 

 

５ 取組結果 または今後の予定（取組途中の場合） 

２，９９４㎡についてマッチング成立 

 



様式２ 

 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（農業委員会） 
 

～《定期的な農地パトロール及び利用状況調査報告会》～ 
 

１ 農業委員会名 

越谷市農業委員会 

 

 

２ 取組内容 

① 農業委員及び農地利用最適化推進委員による遊休農地発生防止及び違

反転用の定期的な農地パトロールの実施。 

② 利用状況調査報告会 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

 

月  日 

 

 

 

 

 

経 過 

 

4月 1日よ

り毎月 

農業委員及び最適化推進委員による定期的

な農地パトロール。 

 

2 月 25 日 

利用状況調査報告会の実施 

 

月   日 

 

 

月  日 

 

 

４ 連携した組織（団体名） 

 

 

５ 取組結果 または今後の予定（取組途中の場合） 

定期的な農地パトロールを実施し、遊休農地の発生防止及び違反転用未然

防止が図られた。 

利用状況調査実施後に遊休農地の所有者に適正管理の通知書を送付したと

ころ例年になく多くの反応があり、適正管理の実施が見られた。 

 



様式２ 

 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（農業委員会） 
 

～《 農地利用最適化活動報告会の開催 》～ 
 

１ 農業委員会名 

久喜市農業委員会 

 

 

 

 

 

２ 取組内容 

久喜市内を４地区に分け、農業委員・農地利用最適化推進委員による最

適化活動の報告会及び活動記録の記載方法についての研修会を実施した。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

きっかけ 
令和 7年 

7 月 

農業委員会として、農業委員・農地利用最

適化推進委員が行っている活動内容や地域

の課題を把握するため。また、令和７年度は、

農業委員・農地利用最適化推進委員の改選が

あり、新任委員が就任したことからら、最適

化活動について学習機会を設ける必要があ

るため。 

経 過 

令和 8年 

1 月 9 日 

久喜地区 農業委員・農地利用最適化推進

委員会議の開催（出席委員９名） 

1 月 13 日 
鷲宮地区 農業委員・農地利用最適化推進

委員会議の開催（出席委員７名） 

1 月 14 日 
栗橋地区 農業委員・農地利用最適化推進

委員会議の開催（出席委員９名） 

1 月 15 日 
菖蒲地区 農業委員・農地利用最適化推進

委員会議の開催（出席委員１６名） 

 

４ 連携した組織（団体名） 

 

 

５ 取組結果 または今後の予定（取組途中の場合） 

出席委員１人１人から活動内容を報告していただき、各委員が行ってい

る最適化活動の状況を把握するとともに、委員の報告を通じて地域の課題

について情報共有を行った。また、ベテラン委員の活動報告を新任委員の

今後の活動に向けた参考にしていただいた。 



様式２ 

 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（農業委員会） 
 

～《  担い手への農地集積・集約化活動  》～ 
 

１ 農業委員会名 

八潮市農業委員会 

 

 

 

 

 

２ 取組内容 

国土交通省が用水路管理のために用地買収を進めている農地において、長年

用地買収交渉が整わなかったが新たに所有者となった、土地の相続人より、

農地を管理できる人を紹介してほしいとの話を受けたことから、地元農業委

員に相談を進めている。現在、農地の管理も進め、借り手を探し、具体的に

進めている。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 
２月２５日 

国土交通省江戸川河川事務所担当より、土地

所有者の相続に伴う所有権移転があり、現在

の所有者は農地の受け手を探している相談

を受けた。 

 

 

 

 

経 過 

２月３０日 
話があった農地を見に行き、現状を把握し

た。 

３月４日 
地元農家の方に借りる方を探してもらう話

をした。 

３月１０日 
地元農家の方より連絡があり、借りる方がい

るとのことです。 

 これから、借りる方と連絡を取る予定です。 

 

４ 連携した組織（団体名） 

国土交通省江戸川河川事務所 

 

５ 取組結果 または今後の予定（取組途中の場合） 

これから受け手（借り手）と具体的な話を進めていきます。 



 

様式２ 

 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（農業委員会） 
 

～《  遊休農地解消、新規就農支援 》～ 
 

１ 農業委員会名 

蓮田市農業委員会 

 

 

 

 

 

２ 取組内容 

新規就農希望者に対し、農地の賃借のあっせんを行った。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

 

5 月上旬 

市民より、遊休農地を整備して、耕作を始め

たいとの相談があった。 

 

 

 

 

経 過 

 

7 月上旬 所有者に意向確認を行った。 

 

9 月下旬 

所有者と相談者の顔合わせの場を用意し、話

し合いの末、所有者に同意を得ることができ

た。 

 

10 月以降 相談者が遊休農地解消に向け、除草開始。 

 

R8 年 1 月

1 日 

農地中間管理機構を通じた貸借開始。 

 

４ 連携した組織（団体名） 

産業振興課、農地中間管理機構 

 

５ 取組結果 または今後の予定（取組途中の場合） 

結果、合計２筆、3591 ㎡の農地の遊休農地の解消及び貸借を行うことがで

きた。 

 

写 真 
活動の内容がわかる写真（活動

時の写真や、事例に係るほ場

等）を添付してください 



様式２ 

 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（農業委員会） 
 

～《農地の利用状況調査に基づく地域農業の今後について》～ 
 

１ 農業委員会名 

白岡市農業委員会 

 

 

２ 取組内容 

令和７年１１月に実施した農地の利用状況調査の結果に基づき、白岡市内

全域の農地利用の実情を把握するとともに、その結果を踏まえ、令和８年１

月、日勝地区・篠津地区おける地域農業の在り方や新たな担い手に関する地

域計画の話し合いを、地元農業者や農業委員らと共に開催した。 

協議の結果、日勝地区・篠津地区における今後の農業の在り方や新たな担

い手に関する情報の整理が纏まったため、今後は、その協議結果に基づき、

農地中間管理制度を活用した農地の貸し借りや農地法第３条に基づく農地の

権利設定・移転等の案内を展開する予定。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

 

月  日 

該当なし 

 

 

 

 

経 過 

 

月  日 

同上 

 

月  日 

 

 

月  日 

 

 

月  日 

 

 

４ 連携した組織（団体名） 

各種農業法人、複数名の新規就農者（個人） 

 

５ 取組結果 または今後の予定（取組途中の場合） 

「２ 取組内容」に同じ。 

 



様式２ 

 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（農業委員会） 
 

～《  遊休農地解消活動を行いました  》～ 
 

１ 農業委員会名 

宮代町農業委員会 

 

 

 

 

 

２ 取組内容 

 農業委員・農地利用最適化推進委員による遊休農地解消活動を、令和７

年 11 月 13 日に実施しました。活動地は大字東粂原地内の１か所（1,093

㎡）です。当日は事務局を含めて合計 19 名が参加しました。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

令和７年 

 

 町内で遊休農地化した農地を農業委員・

農地利用最適化推進委員が解消し、担い手

へ橋渡しする。平成15年から継続している。 

 

 

 

 

経 過 

令和７年

10 月 24 日 

 合同会議にて解消活動の候補地・担い手

を決定。 

令和７年 

11 月 13 日 

 遊休農地解消活動を行う。 

令和８ 

１月ごろ 

 集草作業の完了を確認。 

 

月  日 

  

 

４ 連携した組織（団体名） 

 なし 

 

５ 取組結果 または今後の予定（取組途中の場合） 

 解消活動を行った農地は今後、地元の耕作者によって区画を拡大して一

体的に作付けが行われていく予定です。 

 


